
<研究名称> 

手術室新人看護師教育の「見える化」による効果 

 

<実施責任者> 

手術室 看護師 吉田麻紀 

 

<研究期間> 

2017 年 4月～2019 年 3月 

 

<研究の目的・意義> 

当院手術室では独自の「新人教育チェックリスト」（以下チェックリストとする）を使用

し教育を行っている。チェックリストは当院の新人看護師が 1～2年の間で習得することが

望まれる 11 科の器械出し・外回り看護の内容で構成されている。チェックリストを活用す

ることで指導者は指導内容が統一でき、新人看護師は習得すべき看護技術と経験項目が明

確化するというメリットがある。しかし、チェックリストの評価方法に課題があり習得状

況の把握や問題点が見えにくかった。そこで、新人看護師への教育システムを見直すこと

で、より質の高い新人教育システムを構築することを本研究の目的とする。 

 

<実施内容（方法）・危険性（副作用）等> 

 手術室新人看護師に対する教育システムの課題を抽出し対応策を検討、実践する。実践

後に新人教育にもたらした効果を考察する。 

 

<倫理上問題になると考えられる事項、及びその他特記すべき事項> 

なし 

 

<問い合わせ先> 

当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問い合わせ 

〒070-8530 

旭川市曙 1条 1丁目 1番 1号 

旭川赤十字病院 手術室 看護師 吉田 麻紀 

TEL 0166-22-8111 

FAX 0166-24-4648 


